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った。しかし，木刀や刃引きでの稽古や他流試合は，危
険度が高く傷害や致命傷を伴う（死に至ることもあった）
ため，実際に身体に当たってもそれほど痛みを感じない
安全なシナイが考案された。
　新陰流の袋シナイは，漆を塗った皮袋に割り竹を仕込
んだ，いわゆる「ひきはだシナイ」であり，根元から剣
先へ行くほど割り竹が細くなる構造であった。宮本武蔵
などは，そのようなシナイで「わつかのはやき利」を覚
えても，実際の戦闘には役疏たないと批判した（『五輪
剖火之巻）。
　このような批判もありながら，1600年代後半にはかな
りシナイ稽占が普及していたことが，今回の調査でいく
つかの史料から明らかになった。とくに徳川3代将軍家
光が，馬上撃剣訓練である「鞭打（しないうち）」を
度々催したことから，シナイを用いることは一般的にな
っていった。泰平の世の訪れに伴い．七風も惰弱化し，平
常の稽占や他流試合における無用のトラブルや傷害を未
然に防ぐものとして，シナイ稽古は歓迎されたのであろ
う。
　一方，「防具を着用しての剣術稽占」も，前記した正
徳年間（1711～16）の直心影流以前に，木刀・刃引きを
用いての稽古において「身を守る」あるいは「傷害を防
ぐ」道具として考案されていたことが明らかになってき
ている。本研究におけるこの点についての史料の発掘お
よび考察は，次年度に行なう予定である。
　本研究は，体育の教材であり民つ競技スポーツ種目の
ひとつである剣道が，どのようにして発生し，発展して
きたかについて，その源流にさかのぼって調査し，考察
することをその目的としている。
　従来の剣道史では，剣道の母体となる「防具を着用し
てのシナイ稽古」は，正徳年間（1711～16）における直
心影流を嗜矢とし，宝暦年間（1751～64）における中西
派一刀流がこれに次ぐものとされてきた。
　しかし，最近の諸研究および筆者の調査から，「シナ
イを用いて行なう剣術稽占」と「防具を着用して行なう
剣術稽古」の発生には時間的ズレがあり，これらは分け
て扱うべきとする見解が出されてきている。
　そこで，本研究においては，まずシナイ稽占の発展過
程について，調査研究を進めた。シナイ稽占の発生は，
新陰流の流祖上泉伊勢守が「袋シナイ」をはじめて用い
たことに始まるとされる。上泉の生没年については諸説
あるが，概ね室町末期にシナイ稽古は創案されたと考え
てよいであろう。
　当時の剣術稽古は，各剣術流派の流祖が案出した「か
た（形・型）」を木刀や刃引きで行なう稽占が中心であ
